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人物往来

ミューア博士、今年も

成人病センターを訪問

（ミューア博士（右）と筆者）

WHOの下部機構でフランスのリヨン市に

ある IARC (国際がん研究機構）の副所長

ミューア(Muir)博士が今年も米日、 6月4日

から 3日間、府立成人病センター調査部（藤

本伊三郎部長）を訪問し、大阪府のがん登録

について意見を交換した。今回の来阪は初め

ての夫人ご同伴であったため、仕事の合間を

縫って博士は夫人とともに奈良や京都に日本

の伝統美も楽しまれた。

がん登録

IARCの疫学部は IAC R (国際がん登

録協議会）と協力し、 5年毎に世界でも精度

の高い60余のがん登録機関から罹患のデータ

を集め「5大陸におけるがんの罹患率」とい

う大ぎな本を出版しているが、大阪の罹患率

もすでに15年前からそこに収録されている。

がん登録を実施している世界の国々や地域

の中で、大阪府は最大の人口をもつ登録機関

の1つに数えられる。ところで人口規模が大

きくなるにつれて、そこでのがん発生の情報

をすべて集める作業は困難になる。

大阪の登録精度を高めるための研究に対し

ては、 ミューア博士の好意により、 2年前に

IARCから協力の申し出があった。今回の

訪問ではこの問題についても再度検討された

が、そのほか成人病センターで実施している

がんの疫学研究についても、博士から種々の

助言を得ることができた。

大阪との友情

ミューア博士は1930年スコソトランドのソ

ルビー市の生まれ。グラスゴー大学医学部卒

業後、王立病理学会会員となり、シンガポー

ル大学で学位を取得。 1965年に IARCが設

立されるとすぐ、所長ヒギンソン博士に招か

れ、いらいその疫学部記述疫学課長として活

躍、世界各地域のがん登録、疫学の発展に努

力してきた。 1970年からは IACRの事務局

も引き受け、 2年毎に世界各地で国際がん登

録学会を開催している。

がん登録を通じてのミューア博士と大阪と

の関わりは、すでに十数年におよぶが、その

間、来日のつど大阪を訪問し、大阪の疫学関

係者に深い友情を示してこられた。

1984年にアシアではじめて国際がん登録学

会の開催を決められ、博士は大阪を希望され

たが、当時UICC (国際対がん連合）のシ

ンポジウムの福岡開催がすでに決まっており、

それと共催にする必要があったため、がん登

録学会も福岡でということになった。そして

大阪・福岡の協力のもとに「がん対策におけ

るがん登録の役割」を主題に、世界および日

本各地から 150人が参加して活発な発表と討

論が行われたのである。

1982年には、成人病センターの花井がIA 

RCの疫学部から招へいされ、約10ヵ月間ミ

ューア博士のもとに滞在研究した。また1985

年には同じく成人病センターの祖父江がIA 
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RCの疫学部門のフェローシップを与えられ、

1年間の米国留学が可能となった。

リヨンの街

さて、 IARCのあるリヨン市は、市の中

心をローヌ河と‘ノーヌ河が流れ、商工業都市

として発達し、銀行と絹織物で名麻く、パリ

に次ぐフランス第 2の都会である。パリから

は飛行機で 1時間、新幹線で2時間半の距離

にあり、 WHO本部のあるスイスのジュネー

ブからも近い。第 2次大戦中レジスタンス運

動の強かったことでも知られる。

15世紀頃の中世の街並みをそのまま残した

ー画があり、さらに昔、ローマ軍の侵人した

時代の野外劇場跡もあり、夏にはここでオペ

ラなどが催される。市美術館の豊富なコレク

ションも有名。郊外にはポールボキューズ、

アランシャンペルなど 5つ星のレストランが

あるが、市内のどんな店に入っても、フラン

ス料理はとびきり美味しい。

それに IARCでは、関西出身の数人の日

本人スタッフが、世界の研究者と共にがん研

究に大活躍をしておられます。皆さん、フラ

ンスヘ行かれる時には、ぜひ古都リヨンを訪

ね、また IARCにミューア博士を訪ねてく

ださし ¥0

（今回お会いした頃、ラグビーのWカップ戦

が毎晩放送されていました。フランス好きの

博士に「スコットランド対フランスなら、ど

ちらの味方です？」と尋ねると、「もちろんス

コットランド。私の固ですから」と答えたあ

と「でもイングランド対フランスならフラン

スの味方ですよ」と、いたずらっ子のような

頷で言われたのがとても印象的でした）。
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